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　みなさん、ようこそおいで頂きました。来週3
月11日で東日本大震災からちょうど2年になろう
としています。最近はテレビでも東日本大震災の
その後のなかなか大変な問題があるということも
報道されております。それを見るにつけてもやは
り被害の規模が大きく、なおかつ複雑であること
いうことをすごく感じる次第であります。それで
も2年経って色んなところで復興され、その過程
で様々な事業が行われている。それに伴う資料が
そのまま失われていかないように何とか我々で集
めていって後世に残していく、そういう仕事は図
書館が行っていく、そういう風に考えております。
神戸大学の震災文庫は阪神・淡路大震災のときに
そういう気持ちで立ち上げまして、避難所のチラ
シ、地図や写真などを網羅的に保存するというこ
とでやって参りました。現在は5万点を保存して
おります。そのうち5,000点ほどはインターネッ
ト公開しているという状況であります。また、最

近は国立国会図書館の東日本大震災アーカイブに
協力いたしまして、震災文庫の資料も検索出来る
ようになりました。この情報交換会ですが、震災
資料の収集・公開に関する問題を話し合い、人的
ネットワークを構築する目的で去年度2月21日、
22日の2日間開催いたしました。そのとき参加い
ただきました東北大学、岩手大学、岩手県立図書
館、宮城県図書館、それから阪神の方からも集ま
りまして二十数名参加頂きました。今年度は昨年
度の参加館に加えまして、福島大学附属図書館、
それから国立国会図書館に参加頂いております。
参加人数は26人と昨年と一緒です。この情報交
換会で各図書館の現状報告と意見交換会を通しま
して、今抱えている問題や課題などを共有いたし
まして、今後に活かしていきたいと思っておりま
す。本日はどうぞ活発なご議論を宜しくお願いい
たします。

　奥村でございます。遥々よくおいでくださいま
した。実は今年はこんなに沢山来て頂けるとは
思っていませんでして、「10人位の小さな会を今
年も出来たらいいな」と宮城県図書館と岩手県立
図書館にお邪魔したときに思っておりました。こ
れだけの人数になったということは逆に言えば、
東日本大震災の中で震災の記憶を未来へどうやっ
て引き継いでいったらいいのかということが、こ
れはもちろん阪神・淡路大震災のときも大きな課
題となりましたけれども、東日本の中でも今、大

きな課題になっているんだなぁという風に改めて
私どもの方も気付かされたところでございます。
それで、今日の会なんですけれども、ちょうどそ
ういうこともありまして、2年目に入って、丸々
3年目に入ろうとしているところなんですが、ちょ
うどそのことを含めて現在、記録・記憶を未来へ
残していくということでどうやって震災の記録を
保存していくのか、活用していくのかということ
が被災地の中で大きな課題になっているという風
に考えております。私どもの方もそれに協力しな
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